
NBRCは、研究者からの寄託、他機関との交換、自らが行う

自然界からの新規微生物の分離などにより微生物株を収集し、
微生物資源の保存・分譲を行っている。対象とする微生
物は、放線菌を含む細菌、アーキア（古細菌）、
酵母、カビ、バクテリオファージ、微細藻類で、
現在（平成２１年６月１１日）、１５，３７９株を
公開している。これらは、オンライン、CD-ROM
あるいは冊子体のカタログにより検索が可能
である。

NBRCの微生物資源活用のためのデータベースとネットワーク
○田中敏広，市原正巳，鈴木健一朗

（独）製品評価技術基盤機構・NBRC

NBRCでは、微生物株情報として、微生物株ごとの学名、

来歴、他機関番号、培養条件、応用・論文情報のデータベー
スをオンラインカタログとして公開している。これらはそれぞ
れをキーワードとして検索することも可能である。学名には、
旧名、シノニム、必要になり誤同定で一般化した名も含む。
来歴と他機関番号により論文などで記述されている株との
同一性を確認できる。
また、原核生物では１６S ｒDNA、真核生物では２８S ｒ

DNAのD1/D2領域のシーケンスを順次決定しデータベース

に登録しており、ユーザーはシーケンス情報からリソースの
検索ができるとともに受領した株の同一性の確認ができる。
これにより、利用者のニーズに応じて必要とする微生物株

を検索し、入手することが可能となる。
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Escherichia coli (Migula 1895) Castellani and Chalmers 1919
3972 Accession: 2002 ← 1962. IFO 3972 ← Takeda Chem. 

Ind., Ltd. ← Univ. Texas ← ATCC 8739 ← Cornell 
Univ. (I.C. Gunsalus, Crookes).
= ATCC 8739, CIP 53.126, DSM 1576, NCIB 8545.
Source: feces.
Biohazard: L2.
Application: Japanese pharmacopeia quality control;
Dehydroascorbic acid reduction; JIS Z 2801-2000 test.
Complete genome sequence: CP000946.
Reference: 1036.
Cultivation: medium 802, 30°C.

微生物株データ例：
NBRC 3972

←学名

←来歴

←特性

802
Polypepton* 10 g
Yeast extract 2 g
MgSO4•7H2O 1 g
Distilled water 1 L
Agar (if needed) 15 g

pH 7.0
* Wako Pure Chemical Ind., Ltd., 

Osaka, Japan.
Prepared medium (Code No. 398
-01671) is available from Wako
Pure Chemical Ind., Ltd.

1036) Gunsalus, I.C. & Hand, D.B. The use of bacteria in the 
chemicaldetermination of total vitamin C. J. Biol. Chem. 
141:853-858 (1941).
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一般微生物
■ 糸状菌 9,637 (41%)
■ 酵母 3,922 (17%)
■ 細菌 6,824 (30%)
■ 放線菌 2,200 (9%)
■ 古細菌 190 (0.5%)
■ 微細藻類 520 (2%)
■ ファージ 72 (0.3%)

合計 23,365

（平成（平成2020年度末現在）年度末現在）

DNAリソースとしては、微生物由来のDNAリソースは、
NITEがゲノム解析を行った微生物株のゲノムDNAショッ
トガンクローンとゲノムDNAがある。さらに、国家レベルの
プロジェクトの成果物の保全・活用のため、ヒト関連ｃDNA
クローン 約８８，０００の分譲を行っている。

これらの微生物資源の保存・分譲業務の流れを円滑に
行うためデータベースを構築し運用している。

Ⅰ．カルチャーコレクション業務とデータベース

Ⅱ．オンラインカタログ（データベース）のユーザーの利用

Ⅲ．ネットワーク
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Ⅳ．まとめ

近年、環境調和型の化学産業に向けた微生物利用、環境
修復のためのシステムの構築などにおいて、微生物の持つ
機能への期待はさらに高まっている。NBRCは、研究開発や

産業上有用な微生物リソースを戦略的に収集し、材料の充
実、永続的な保存・提供を通じてこれらの利用環境の整備を
進めている。

微生物は、その多様性からユーザーが求める遺伝資源
の全てを１機関で保有することはできない。NBRCでは、他

機関と積極的に連携し、この問題に対応するよう努めてい
る。NBRCでは、微生物株データベースの構築ノウハウや

データベース上の微生物株情報管理の経験を活かし、国
内の２３の微生物保存機関が組織した日本微生物資源学
会（JSCC）における統合データベース(JSCCオンラインカタ
ログ)の構築および運用を支援している。また、このデータ
ベースより地球規模生物多様性情報機構（GBIF）へデータ

を提供を行う際のデータ作成においても、これを支援し、
ネットワーク構築を積極的に進めている


